
ドイツよりの依頼

4/20、ドイツのバルバラ・ヘン
ドリックス環境相は、ベルギー
政府に対し、解決の目処が立た
ない2カ所の原子力発電所を一
時的に停止するよう申し入れ
た。古くなったベルギーの原子
力発電所でたびたび起こる技術
的問題は、ドイツでの緊張を高
めるという。ドイツでは、安全
で持続的なエネルギー供給の手
段を加速させ、2022年までにすべての原子力発電所を閉鎖すること
になっている。ベルギーの発電所の資料は、継続的稼動に対する安
全性の評価に問題があり、信憑(しんぴょう)性に欠けるという。

ベルギーの人工衛星宇宙に飛ぶ

4/25、ベルギー初の小型人工衛星Oufti-1号がソユーズVS14号に
乗せられ、ガイアナ共和国の宇宙センターから宇宙に飛び立っ
た。Oufti-1号は、欧州宇宙機関の教育組織が航空宇宙分野の次世代
を育成するためのプログラム「Fly Your Satellite」の中でリエージュ
大学が開発し、選ばれたものである。この人工衛星は、約2年間デ
ジタル通信システムを利用するアマチュア無線家のための宇宙での
中継器として利用される。また、地球から450～660kmの高度で98°
の傾斜楕円軌道上に配置され、高効率の環境下での新しい太陽電池
のテストをすることになっている。

あなたにもヨウ素を

4/27、Maggie De Block連邦健康
相は、放射能汚染時の対応策とし
てとして、現在原子力発電所か
ら20km以内の地域にヨウ素の錠
剤を配布している。しかし今後
は、100km以内つまりベルギー
全土に配ると発表した。この対応
は、ベルギー近隣諸国にも対応す
べきである。連邦議員(エコロジス
ト)は、ヨウ素を配布したからといって放射能の問題が解決した訳
ではなく、健康、環境、経済などの問題はヨウ素を受け取ってもな
くならない。また、Electrabelの負担でヨウ素を配るのは当然だと述
べた。

余儀なく閉店

ブリュッセル市証券取引所近辺にある、国による保護建物内に19世
紀からあるブラッスリ・ファルスタッフ(Falstaff)が、ビール醸造会
社AB Inbevの強い指示により一時閉店となった。閉店の理由は、こ
の地域が歩行者専用地域となったことではなく、建物所有者が許可
なく物件の工事をしたことが原因という。建物は2000年から国が保
護する建物に指定されているが十分な保存状態とはいえず、今後は
ブリュッセル市が19世紀の様相を呈した保護工事を担当すると都市
計画および遺産担当のブリュッセル市会議員が述べた。
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刑務所でストライキ

ベルギーの刑務所で3週間以上、医療関係、食品
関連以外の担当者が刑務所に入らず、ストライ
キを起こしている。監視員らは、要求を実現す
るまで戦うという意気込みで、囚人は家族や弁
護士との面会なし、シャワーにも入れないとい
う状況の中生活している。監視員らは、人員不
足は囚人への被害も起こり、彼らのためにもス
トライキを起こし、改善を図っていると弁明し
た。このため、囚人の裁判所への移動も行われ
ず、裁判が進まない状況にある。

ストライキ中でも最低限の仕事を

5/11、ブリュッセル第一審裁判所長はベルギー国に対し、フォレ刑
務所に拘留中の囚人が、刑務所監視員のストライキにより必要な医
療治療を受けていないことに対し、拘留者の人権を侵害したとの判
決を下した。そして、5つの対処が実行されなければ、1日囚人1人
当たり1,500ユーロの罰金を払うよう命じた。この5つの対処とは、
必要な食料、医療治療を与える、清潔な洋服とマットレスを用意
し、シャワーを提供するとなっている。

今年は日本がテーマ

8/12～15にブリュッセル・グラ
ンプラスで行われるフラワーカー
ペットのテーマは、友好150周年
の日本となり、12日21h30より
プッチーニ作曲の蝶々夫人の音
楽とともにオープニングが行わ
れる。カーペットは、75mx25m
で表面積は1,800m²。この中に60
万個のベゴニア、ダリア、草、
彩色木の樹皮を敷き詰める。
カーペットの図柄の準備には2年の歳月が必要で、今年の図柄
をフラワーデザイナーのMark Schautteetが日本人デザイナーととも
に担当した。

意外な結果に

5/14、ストックホルムで行われたヨーロッパ国内の音楽祭典ユーロ
ビジョンで、ウクライナのJamalaが『1944』を歌って、534点を獲
得し優勝した。この歌は、Jamalaの祖母が第二次世界大戦時のソビ
エトとウクライナで起こった悲劇を語り、スターリンを批判した歌
で、政治色の強いものであった。招待国のオーストラリアは2位。
オーストラリアは、このユーロビジョン番組の視聴率が一番高いた
め招待されていた。3位はロシア。『What’s the Pressure』を歌っ
たベルギーのLaura Tesoroは、10位に終わった。今年は初めてアメ
リカでもこのユーロビジョンが放映された。


